
　ＪＴＢ　広域代表からのメッセージ　

執
行
役
員
　
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
本
部

仕
入
商
品
事
業
部
長
　
藤
原
　
卓
行

法個仕連携による
唯一無二のパートナーを目指して

北海道

宿
泊
増
売
、地
域
活
性
化
へ

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
本
部
　
北
海
道
エ
リ
ア
広
域
代
表

兼
北
海
道
事
業
部
長
　
阿
部
　
晃
士

東北

改
革
の
数
々
が
未
来
を
創
る

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
本
部
　
東
北
エ
リ
ア
広
域
代
表

兼
仙
台
支
店
長
　
増
子
　
敦

中部「
な
ら
で
は
」の
素
材
磨
き
上
げ

執
行
役
員
　
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
本
部

中
部
エ
リ
ア
広
域
代
表
　
内
海
　
勝
仁

地域誘客を拡大

東日本

地
域
軸
で
の
つ
な
が
り
、未
来
に

常
務
執
行
役
員
　

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
本
部
　

副
本
部
長

兼
東
日
本
エ
リ
ア
広
域
代
表
　

檜
垣
　
克
己

全
社
広
域
営
業
推
進
担
当

（２４）第３１２９号 第３種郵便物認可 ２０２２年（令和４年）６月６日（月曜日）

　
地
域
誘
客
、
地
域
の
持
続

的
発
展
に
貢
献
す
べ
く
組
織

改
編
を
実
施
し
た
。

カ
所

の
Ｄ
Ｍ
Ｃ
支
店
へ
仕
入
営
業

機
能
を
移
管
し
、
宿
泊
増
売

と
着
地
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
っ
た
法
個

仕
一
体
型
支
店
と
新
設
各
地

仕
入
販
売
部
が
連
携
し
て
新

た
な
需
要
の
創
出
に
努
め
て

い
く
。

　
よ
り
地
域
に
密
着
し
、
法

人
に
お
け
る
自
治
体
や
Ｄ
Ｍ

Ｏ
、
企
業
と
の
接
点
や
、
個

人
に
お
け
る
お
客
さ
ま
目
線

に
よ
る
目
利
き
な
ど
、
リ
ソ

ー
ス
を
最
大
限
に
活
用
し
、

各
地
域
で
の
宿
泊
販
売
へ
の

課
題
解
決
営
業
の
強
化
や
地

域
観
光
開
発
に
よ
る
誘
客
推

進
な
ど
、
地
域
の
観
光
事
業

に
携
わ
る
皆
さ
ま
や
地
域
経

済
圏
に
貢
献
し
て
い
く
。

　
仕
入
商
品
事
業
部
は
、
Ｄ

Ｍ
Ｃ
個
所
連
携
に
よ
る
地
域

課
題
解
決
を
図
る
べ
く
、
地

域
の
魅
力
の
商
品
化
と
お
客

さ
ま
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対

応
し
た
流
通
ス
キ
ー
ム
を
構

築
し
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
総

チ
ャ
ネ
ル
で
の
商
品
販
売
で

宿
泊
増
売
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

達
成
を
目
指
す
。

　
２
０
２
２
年
度
に
つ
い
て

は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
化
・
素

材
を
基
本
と
し
た
商
品
体
系

を
整
え
、
「
Ｄ
Ｐ
（
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）
＋
着

地
型
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を
主
力

商
品
と
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
販
売
事

業
部
と
連
携
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
と
オ
フ
ラ
イ
ン
の
シ
ー
ム

レ
ス
な
チ
ャ
ネ
ル
流
通
を
前

提
と
し
た
商
品
造
成
を
進

め
、
着
地
コ
ン
テ
ン
ツ
、
旅

の
過
ご
し
方
な
ど
の
拡
充
に

よ
る
〝
Ｊ
Ｔ
Ｂ
な
ら
で
は
の

お
勧
め
〟
に
よ
っ
て
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
を
進
化
さ
せ
て
い

く
。

　
地
域
の
魅
力
を
お
楽
し
み

い
た
だ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
宿

泊
・
体
験
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て

未
捕
捉
の
旅
行
市
場
に
お
け

る
お
客
さ
ま
と
の
接
点
を
つ

く
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
着
地
コ

ン
テ
ン
ツ
を
宿
泊
プ
ラ
ン
と

ひ
も
づ
け
、
商
圏
を
拡
大
し

宿
泊
増
売
に
つ
な
げ
て
い

く
。

　
法
個
仕
連
携
に
よ
り
Ｊ
Ｔ

Ｂ
グ
ル
ー
プ
総
チ
ャ
ネ
ル
で

の
商
品
販
売
と
さ
ま
ざ
ま
な

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
磨
き
を

か
け
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

企
画
力
を
向
上
さ
せ
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
出

し
、
お
客
さ
ま
や
地
域
社
会

か
ら
必
要
と
さ
れ
る
唯
一
無

二
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
こ

と
を
目
指
す
。

　
今
も
な
お
、
世
界
の
人
流

を
抑
制
し
続
け
て
い
る
コ
ロ

ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
。
こ
れ
に

よ
り
旅
行
者
の
志
向
は
「
少

人
数
」
「
都
市
か
ら
地
域
」

「
自
然
回
帰
」
へ
と
シ
フ
ト

し
て
い
る
。
こ
の
潮
流
に
応

え
る
旅
行
形
態
に
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
（
以
下
、

Ａ
Ｔ
）
が
あ
る
と
考
え
る
。

ご
存
じ
の
通
り
Ａ
Ｔ
の
定
義

は
「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
」

「
文
化
交
流
」
「
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
」
の
う
ち
二
つ
以
上

の
要
素
を
含
む
旅
行
と
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
３
要
素
全

て
に
お
い
て
北
海
道
は
世
界

に
誇
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
有

し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
全

社
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
日
本
の

旬
」
が
２
０
２
３
年
上
期
に

北
海
道
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
、
主
た
る
テ
ー
マ

を
「
Ａ
Ｔ
＆
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
」

と
し
た
。
Ａ
Ｔ
コ
ン
テ
ン
ツ

の
開
発
に
お
い
て
重
要
な
こ

と
は
、
当
該
地
域
に
経
済
・

社
会
的
観
点
で
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
効
果
を
残
す
こ
と
と
併

せ
、
そ
の
効
果
が
地
域
の
自

然
や
文
化
の
保
護
、
活
性
化

に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

に
あ
る
。

　
現
在
、
北
海
道
事
業
部
と

北
海
道
仕
入
販
売
部
は
こ
れ

ら
の
具
現
化
を
図
る
べ
く
連

携
し
て
、
Ａ
Ｔ
コ
ン
テ
ン
ツ

の
開
発
、
商
品
化
に
着
手
し

て
お
り
、
既
に
流
通
可
能
な

商
品
は
来
年
度
を
待
た
ず
し

て
全
国
へ
発
信
し
、
地
域
誘

客
の
施
策
と
し
て
展
開
を
行

っ
て
い
る
。

　
昨
年
、
バ
ー
チ
ャ
ル
開
催

と
な
っ
た
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
（
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ト
ラ
ベ
ル
・

ワ
ー
ル
ド
・
サ
ミ
ッ
ト
）
の


年
リ
ア
ル
開
催
の
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
も
内
定
し
た
。
こ
の

動
き
は
間
違
い
な
く
日
本
の

旬
開
催
に
向
け
た
各
種
取
り

組
み
を
後
押
し
し
て
く
れ
る

も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、

ア
イ
ヌ
文
化
や
七
つ
の
国
立

公
園
と
二
つ
の
世
界
遺
産
な

ど
の
既
存
コ
ン
テ
ン
ツ
に
加

え
、
新
た
に
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
が
開
設
す
る
北
海

道
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
の

オ
ー
プ
ン
も
来
春
に
控
え
て

い
る
。

　
よ
り
地
域
と
の
連
携
強
化

を
図
り
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

魅
力
あ
ふ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
フ
ッ
ク
に
日
本
国
内
外
か

ら
の
誘
客
を
図
り
、
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す

る
と
と
も
に
、
北
海
道
全
域

の
宿
泊
増
売
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
に
し
た
く
考
え
て
い

る
。「
日
本
の
北
海
道
か
ら
、

世
界
の
北
海
道
へ
」
、
世
界

か
ら
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま

を
お
も
て
な
し
で
き
る
環
境

も
施
設
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に

整
え
て
い
き
た
い
。

　

年
前
の
東
日
本
大
震
災

が
も
た
ら
し
た
甚
大
な
被
害

以
降
、
気
候
変
動
に
読
み
取

ら
れ
る
自
然
災
害
や
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
長
期
化

す
る
世
情
か
ら
、
持
続
可
能

な
社
会
へ
の
転
換
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
他
に
も
少
子
高

齢
化
、
人
口
減
少
、
こ
の


年
で
生
産
年
齢
が
３
割
減
と

東
北
は
課
題
先
進
地
と
し
て

大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て

い
る
。

　
そ
う
し
た
環
境
下
に
お
い

て
、
新
し
い
旅
行
ス
タ
イ
ル

の
普
及
、
促
進
が
進
ん
だ
。

さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
の
共
生
が
日
常
化
し
、

旅
行
の
ト
レ
ン
ド
に
変
化
が

見
ら
れ
、
「
密
」
を
避
け
、

風
光
明
媚
な
自
然
や
景
観
を

求
め
る
東
北
へ
の
旅
が
注
目

を
集
め
て
い
る
。
ま
た
、
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た

デ
ュ
ア
ル
ラ
イ
フ
（
２
拠
点

生
活
）
な
ど
、
首
都
圏
集
中

か
ら
の
地
方
分
散
へ
向
か
う

東
北
６
県
の
積
極
的
な
取
り

組
み
が
、
課
題
解
決
策
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の

余
年
、
東
日
本
大

震
災
以
降
、
産
官
支
援
の
在

り
方
も
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な

く
、
ソ
フ
ト
面
に
よ
る
心
を

つ
な
ぐ
絆
醸
成
か
ら
持
続
可

能
な
体
制
づ
く
り
が
観
光
地

と
し
て
の
魅
力
を
生
み
出
し

て
い
る
。
教
育
旅
行
で
は
、

東
北
の
歴
史
、
文
化
、
防
災

（
減
災
）
な
ど
の
探
究
学
習

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
わ
る
新
た

な
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
東
北
各
地
で

夏
祭
り
や
伝
統
行
事
の
数
々

が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

る
。
県
制
１
５
０
年
の
宮
城

を
中
心
に
東
北
の
交
流
を
創

造
し
て
き
た
新
幹
線
も
そ
れ

ぞ
れ
周
年
を
迎
え
て
い
る

（
秋
田
新
幹
線

周
年
、
山

形
新
幹
線

周
年
、
東
北
新

幹
線

周
年
）
。
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
南
東
北
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
巡
る
た
び
、出
会
う
旅
。」

や
、
今
後
の
北
東
北
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
の
交
流
拡
大
へ
の

期
待
が
ふ
く
ら
む
。

　
東
北
の
各
温
泉
地
周
辺
の

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
や
食
農
か

ら
は
、
訪
れ
る
た
び
に
新
し

い
発
見
が
あ
る
。
本
来
地
図

上
の
県
境
は
意
味
の
あ
る
も

の
で
は
な
く
、
県
境
を
越
え

て
風
土
の
つ
な
が
り
を
実
感

で
き
る
と
こ
ろ
に
旅
の
魅
力

が
あ
る
。

　
２
０
２
２
年
に
旅
ホ
連
会

員
や
自
治
体
の
観
光
関
係
の

方
々
と
の
連
携
を
可
能
と
す

る
た
め
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
で
は
各
支

店
に
仕
入
機
能
を
設
置
し

た
。
四
季
折
々
に
楽
し
め
る

観
光
に
磨
き
を
掛
け
、
発
着

連
携
を
強
め
て
い
く
。
東
北

で
生
活
す
る
プ
ラ
イ
ド
を
地

域
に
根
付
か
せ
る
た
め
、
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ

ル
、
円
安
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
向

け
の
高
付
加
価
値
旅
行
を
推

進
し
て
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共

生
の
中
、
見
え
て
き
た
課
題

解
決
に
は
、
東
北
観
光
推
進

機
構
や
各
県
誘
致
協
議
会
と

の
会
話
が
欠
か
せ
な
い
。
Ｊ

Ｔ
Ｂ
は
東
北
の
各
地
域
に
寄

り
添
い
、
復
旧
復
興
を
支
え

て
き
た
企
業
の
皆
さ
ま
と
共

に
東
北
の
価
値
創
造
を
高
め

る
Ｃ
Ｓ
Ｖ
（
共
有
価
値
の
創

造
）
と
し
て
Ｍ
＆
Ｅ
誘
致
、

企
業
誘
致
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
元
気
な
街
づ
く
り
も
進

め
て
い
く
。

　
東
北
域
内
で
奏
で
る
観
光

事
業
の
数
々
が
、
未
来
に
つ

な
が
る
改
革
と
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
世
界
的
流
行
と
な
り

丸
２
年
が
経
過
し
た
今
、
観

光
業
関
係
者
は
感
染
対
策
を

徹
底
し
な
が
ら
、
本
格
的
な

観
光
需
要
の
回
復
に
向
け
、

段
階
的
に
動
き
だ
し
て
い

る
。

　
中
部
最
大
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
あ
る
名
古
屋
エ
リ
ア
で
は

感
染
状
況
を
鑑
み
、
長
く
県

民
割
の
実
施
が
先
送
り
さ
れ

て
き
た
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
明
け
に
対
象
を
中
部

各
県
に
広
げ
た
ブ
ロ
ッ
ク
割

が
開
始
さ
れ
、
今
後
の
旺
盛

な
旅
行
需
要
の
回
復
に
期
待

が
集
ま
る
。
自
動
車
関
連
業

種
を
は
じ
め
好
調
な
企
業
業

績
を
背
景
に
、
新
た
な
企
業

系
福
利
厚
生
領
域
に
お
け
る

旅
行
の
取
り
扱
い
開
始
も
好

機
と
捉
え
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
の
共
生
を
前
提

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題

を
解
決
し
な
が
ら
持
続
可
能

な
社
会
や
地
域
の
あ
り
方
に

つ
い
て
多
角
的
に
向
き
合
い

な
が
ら
、
観
光
振
興
に
取
り

組
む
世
界
基
準
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て

有
名
な
志
賀
高
原
で
は
グ
リ

ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
自
然
を
生

か
し
、
旅
ホ
連
会
員
の
皆
さ

ま
と
共
に
、
「
自
然
と
人
間

社
会
の
共
存
」
に
つ
い
て
学

ぶ
教
育
・
企
業
向
け
コ
ン
テ

ン
ツ
「
志
賀
高
原
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
　
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｙ
　
Ｔ
Ｏ
Ｕ

Ｒ
」
を
新
た
に
開
発
。
現
在

は
そ
の
連
携
を
産
官
学
に
広

げ
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
も
関
与
し
、
旅
行
者
と

共
感
し
な
が
ら
関
係
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。

　
着
地
型
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関

し
て
は
、
本
年

月
に
長
久

手
市
に
開
業
を
予
定
し
、
日

本
全
国
は
も
と
よ
り
海
外
か

ら
も
高
い
注
目
を
集
め
る
ジ

ブ
リ
パ
ー
ク
を
は
じ
め
、
２

０
２
３
年
放
映
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し
た
徳

川
家
康
ゆ
か
り
の
地
域
拠
点

個
所
と
の
連
携
に
よ
る
誘
客

促
進
、

年
に
は
宇
奈
月
と

黒
部
ダ
ム
を
結
ぶ
新
ル
ー
ト

の
一
般
開
放
な
ど
顕
在
す
る

需
要
に
対
し
、
旅
ホ
連
会
員

の
皆
さ
ま
と
連
携
し
新
た
な

宿
泊
需
要
の
喚
起
と
取
り
込

み
に
挑
戦
す
る
。
加
え
て
、

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
延
伸
、

セ
ン
ト
レ
ア
の
第
２
滑
走
路

の
拡
張
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
開
業
な
ど
、
今
後
充
実

が
進
む
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
足

掛
か
り
に
観
光
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
く
。

　
本
年
度
よ
り
始
動
し
た
法

個
仕
連
携
に
お
い
て
は
、
地

域
を
基
軸
に
着
地
型
コ
ン
テ

ン
ツ
の
開
発
だ
け
で
な
く
、

宿
泊
増
売
に
資
す
る
「
な
ら

で
は
の
素
材
」
の
発
掘
や
磨

き
上
げ
、
旅
の
過
ご
し
方
の

提
案
を
通
じ
、
お
客
さ
ま
の

旅
マ
エ
の
期
待
感
の
醸
成
や

旅
ナ
カ
で
の
高
付
加
価
値
体

験
の
提
供
を
目
指
し
て
い

く
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

世
の
中
に
現
れ
て
２
年
以
上

た
つ
が
、「
潮
目
が
変
わ
る
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
こ
れ
ま

で
い
く
度
と
な
く
聞
い
て
き

た
。
だ
か
ら
こ
そ
状
況
に
一

喜
一
憂
す
る
こ
と
な
く
、
地

に
足
を
付
け
た
活
動
が
今
必

要
だ
。

　
観
光
需
要
が
大
き
く
落
ち

込
み
、
全
国
の
観
光
地
、
観

光
産
業
が
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
た
の
は
事
実
だ
が
、
そ

う
し
た
中
で
ツ
ー
リ
ズ
ム
産

業
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上

や
旧
来
型
事
業
モ
デ
ル
の
転

換
な
ど
コ
ロ
ナ
前
か
ら
課
題

と
な
っ
て
い
た
諸
問
題
が
改

め
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
今
こ
そ
手
掛
け
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
加
え
て
国
際
社
会
の
動
向

と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
は
日
増
し
に
影

響
力
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

す
で
に
目
標
設
定
を
し
て
い

る
企
業
や
自
治
体
も
増
え
て

い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
と
し
て
確
立
し
て
い

く
中
、
選
ば
れ
る
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
創
り
に
資
す
る

活
動
と
し
て
い
き
た
い
。

　
「
価
値
創
造
型
ビ
ジ
ネ
ス

へ
の
転
換
、
創
客
と
誘
客
」

「
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

時
代
に
お
け
る
新
た
な
旅
行

市
場
の
開
拓
」
「
独
自
の
強

み
を
活
か
し
た
事
業
の
多
角

化
の
推
進
」
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お

け
る
旅
行
需
要
の
円
滑
な
回

復
」
を
柱
に
地
域
軸
で
の

「
共
創
」
を
描
い
て
い
く
。

各
地
域
を
基
盤
と
す
る
事
業

パ
ー
ト
ナ
ー
の
皆
さ
ま
と
は

今
一
度
強
い
絆
を
構
築
し
て

い
き
た
い
。
お
の
お
の
の
強

み
を
最
大
化
し
、
地
域
の
魅

力
を
磨
き
上
げ
た
事
業
を
創

造
し
て
い
く
。

　
特
に
東
京
を
中
心
と
し
た

関
東
圏
は
、
創
客
、
誘
客
に

お
い
て
も
国
内
最
大
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
市
場
。
今

年
度
下
期
に
は
昨
年
の
東
京

２
０
２
０
の
レ
ガ
シ
ー
を
生

か
し
た
、
日
本
の
旬
「
東
京

・
横
浜
」
～
つ
な
ぐ
、
つ
な

げ
る
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
～
を
開
催
す

る
。
六
つ
の
テ
ー
マ
「
企
業

連
携
」「
伝
統
・
歴
史
・
文
化
」

「
ス
ポ
ー
ツ
レ
ガ
シ
ー
」「
食
」

「
エ
コ
・
自
然
」「
ナ
イ
ト
コ
ン

テ
ン
ツ
」、こ
れ
ら
を
さ
ら
に

「
つ
な
ぐ
、
つ
な
げ
る
」
こ

と
で
訪
れ
る
方
々
の
実
感
価

値
を
高
め
て
い
き
た
い
。

　ＪＴＢは、組織再編に伴い、仕入営業機能を本社か
らＤＭＣ支店へ移管した。宿泊増売と着地コンテンツ
の開発に注力し、新たな観光需要を開拓、地域への誘
客を強化する。地域の持続的な発展への貢献に期待が
集まる中、年度の取り組みなどについて広域代表
ら人に語っていただいた。


